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定
時
総
会
は
５
月
22
日
｟
金
｠
に
サ
ン
・

ア
ル
プ
ス
大
町
に
お
い
て
、会
員
64
名
｟
委

任
状
出
席
３
０
９
名
｠
の
出
席
に
よ
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
有
賀
理
事
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、「
セ

ン
タ
ー
で
は
退
会
者
数
が
新
規
入
会
者
を

上
回
る
状
況
が
続
き
会
員
の
高
齢
化
も
進

ん
で
い
る
が
、
シ
ル
バ
ー
事
業
で
最
も
重

要
な
こ
と
は
、
安
全
な
環
境
の
下
で
会
員

が
楽
し
く
安
心
し
て
就
業
で
き
る
こ
と
。

慣
れ
た
仕
事
で
も
事
故
に
つ
な
が
る
危
険

は
な
い
か
を
確
認
し
、
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
仕
事
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
議
長
に
大
町
地
区
の
川
本

嘉
瑞
義
氏
が
選
出
さ
れ
、
令
和
７
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
、
理
事
及

び
監
事
の
選
任
が
議
案
と
し
て
上
程
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
、
臨
時
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
令

和
８
年
度
か
ら
の
新
理
事
長
に
有
賀
奬

氏
、
新
副
理
事
長
に
倉
科
栄
司
氏
、
新
専

務
理
事
に
降
旗
孝
浩
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
役
員
の
任
期
は
２
年
で
す
。

　
高
齢
者
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
、

知
識
、
技
能
を
活
か
し
、「
自
主･

自
立･

共
働
・

共
助
」
の
理
念
の
も
と
、
働
く
こ
と
を
通
じ

て
地
域
社
会
に
役
立
つ
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
会
員
に
な
る
に
は
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
で
、
入
会
説

明
会
に
出
席
い
た
だ
き
シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣

旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
入
会
さ
れ
る
か
ど
う

か
ご
判
断
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
入
会
説
明
会
は
毎
月
第
３
木
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
本
所
｟
大
町
事
務
所
｠
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

各
事
務
所
の
連
絡
先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
＊
大
町
事
務
所
　
２
２‐

２
４
４
５

　
＊
池
田
事
務
所
　
６
２‐

８
０
４
５

　
＊
松
川
事
務
所
　
６
１‐

１
４
０
１

　
＊
白
馬
事
務
所
　
７
２‐

８
２
２
０

　
＊
小
谷
事
務
所
　
８
２‐

２
４
３
０
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会
員
募
集
中

　
関
東
甲
信
は
昨
年
よ
り
16
日
遅
い
梅
雨
入

り
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
夏
も
猛
暑
と
の
予

報
が
出
て
お
り
、
作
業
を
行
う
際
は
適
度
の

休
息
を
取
る
と
と
も
に
、
水
分
補
給
を
欠
か

さ
ず
に
夏
に
打
ち
勝
ち
た
い
も
の
で
す
。

　
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
５
月
の

総
会
の
役
員
改
選
に
よ
り
新
し
い
理
事
・
監

事
を
迎
え
、
委
員
会
構
成
も
変
わ
り
ま
し
た
。

広
報
委
員
会
は
４
名
の
う
ち
３
名
が
交
代
し

ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
今
後
二
年

間
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
広
報
紙
へ
の
ご
要
望
、
ご
意
見
を
ぜ
ひ
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。｟
広
報
委
員
長
　
宮
﨑
　
記
｠

編 

集 

後 

記

議長  川本 嘉瑞義 氏
 （大町）

こんな仕事をお引受けします
きっとお役に立ちます元気な高齢者

技能分野 事務分野 集配・管理
樹木消毒、樹木剪定
冬囲い、取りはずし
ふすま、障子張替え
大工仕事、ペンキ塗り
車の運転　など

一般、経理、受付事務
毛筆筆耕、賞状書き
宛名書き　など

　　施設管理
　　駐車場管理
　　宿・日直、集配
水道の検針
送迎車両の運転　など

田畑の草刈　畑耕耘
草取り　作業の補助
葉摘み　収穫　など

除草　清掃
不用品の片付け
雪片付け　など

農作業 屋内・屋外作業 福祉・家事援助
サービス

掃除　洗濯
　留守番　など

シルバー人材センターにご相談ください

配分金の支払日

８
月
分
　
９
月
15
日
｟
火
｠

９
月
分  

10
月
15
日
｟
木
｠

10
月
分
　
11
月
13
日
｟
金
｠

11
月
分
　
12
月
15
日
｟
火
｠

12
月
分
　
１
月
15
日
｟
金
｠

１
月
分
　
２
月
15
日
｟
月
｠

２
月
分
　
３
月
15
日
｟
月
｠

８
月
分
　
９
月
30
日
｟
水
｠

９
月
分  

10
月
30
日
｟
金
｠

10
月
分
　
11
月
30
日
｟
月
｠

11
月
分
　
12
月
28
日
｟
月
｠

12
月
分
　
１
月
29
日
｟
金
｠

１
月
分
　
２
月
26
日
｟
金
｠

２
月
分
　
３
月
31
日
｟
水
｠

派遣給与の支払日

令和８年度
定時総会が開催されました
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新
役
員
紹
介

理 

事 

長
　
有
賀
　
　
奬
　
｟
大
町
｠
再

副
理
事
長
　
倉
科
　
栄
司
　
｟
池
田
｠
再

専
務
理
事  

降
旗
　
孝
浩
　
｟
大
町
｠
新

理
　  

事
　
滝
澤
　
光
雄
　
｟
大
町
｠
再

　 

〃
　
　 

宮
﨑
　
榮
介
　
｟
大
町
｠
再

　 

〃
　
　 

北
澤
　
　
要
　
｟
大
町
｠
再

　 

〃
　
　 

帯
刀
　
幸
子
　
｟
大
町
｠
再

　 

〃
　
　 

飯
沢
　
　
要
　
｟
大
町
｠
新

　 

〃
　
　 

中
山
　
　
博
　
｟
池
田
｠
新

　 

〃
　
　 

有
賀
　
　
昇
　
｟
松
川
｠
新

　 

〃
　   

宮
本
　
勝
彦
　
｟
松
川
｠
再

　 

〃
　
　 

中
島
　
進
策
　
｟
白
馬
｠
再

　 

〃
　
　 

髙
橋
　
正
宏
　
｟
小
谷
｠
再

　 

〃
　
　 

太
田
　
浩
司
　
｟
大
町
｠
再

　 

〃
　
　 

瀧
澤
　
祐
子
　
｟
池
田
｠
新

監
　
　
事
　
中
嶋
　
一
光
　
｟
池
田
｠
再

　 

〃
　
　 

市
川
　
　
進
｟
松
本
信
金
｠

新

専
務
理
事
　
　
北
沢
　
一
人
　｟
大
町
｠

理
　  

事
　
　
北
澤
　
德
重
　｟
大
町
｠

　 

〃
　 

　  

片
瀬
　
章
寛
　｟
池
田
｠

　 

〃
　
　
　 

土
屋
　
典
久
　｟
松
川
｠

　 

〃
　 

　  

宮
本
　
瑞
枝
　｟
池
田
｠

監
　
　
事
　
　
矢
口
　
良
知
　｟
大
町
｠

退
任
役
員
紹
介

役  

員  

表  

彰

　
表
彰
規
定
に
よ
り
、
２
期
以
上
に
わ
た
り

セ
ン
タ
ー
の
役
員
と
し
て
事
業
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
、
そ
の
職
を
退
任
さ
れ
た
方
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

　
表
彰
式
に
は
前
理
事
、
前
監
事
の
４
名
が

出
席
さ
れ
、
有
賀
理
事
長
か
ら
感
謝
状
と
記

念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
北
沢
　
一
人
　
様

　
　
　
　
　
専
務
理
事
　
３
期
６
年

　
土
屋
　
典
久
　
様

　
　
　
　
　
　
理  

事
　
３
期
６
年

　
片
瀬
　
章
寛
　
様

　
　
　
　
　
　
理  

事
　
２
期
４
年

　
矢
口
　
良
知
　
様

　
　
　
　
　
　
監  

事
　
２
期
４
年

 令和 8 年 3 月末

令
和
７
年
度
　

事
業
報
告

令
和
７
年
度
　

事
業
報
告

令
和
８
年
度

　
事

業

計

画

　
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
続
く
中
、
社

会
経
済
の
活
力
を
維
持
す
る
う
え
で
高
齢

者
の
就
労
が
重
要
な
課
題
と
さ
れ
、
働
く

意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
環
境

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
の
高
齢
化
の
一
方
で
高
齢
者
人
口

は
減
少
し
て
お
り
、
企
業
の
70
歳
ま
で
の

就
業
確
保
措
置
努
力
義
務
化
の
進
行
に
よ

り
会
員
の
確
保
が
さ
ら
に
難
し
く
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。

　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
の
施
行
に
伴
い
厚
労

省
が
示
す
契
約
方
法
の
見
直
し
に
お
い

て
、
セ
ン
タ
ー
と
会
員
間
に
新
た
な
事
務

手
続
き
が
生
ず
る
。
事
務
の
効
率
化
が
求

め
ら
れ
る
た
め
、
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
。

 

実

施

計

画

①
安
全
就
業
・
適
正
就
業
の
推
進

「
自
分
の
安
全
は
自
分
で
守
る
」

「
事
故
ゼ
ロ
」

②
就
業
機
会
の
拡
大

③
会
員
拡
大
と
普
及
啓
発
事
業
の
推
進

④
組
織
体
制
の
充
実
強
化

会
員
の
自
主
的
・
主
体
的
な
運
営
に
向

け
、
会
員
に
よ
る
入
会
促
進
、
就
業
開

拓
等
へ
の
運
営
参
画
の
積
極
的
な
推
進

　
事
業
実
績
は
、
契
約
金
額
３
億
２
６
０
万

円
余
、
前
年
度
比
３
９
７
万
３
千
円
余
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
会
員
数
は
、
前
年
よ
り
23
名
減
少
し

４
９
９
名
と
な
り
ま
し
た
。

令和７年度事業実績

１、 会員登録数　　 ４９９名　　前年度比９５.６％（２３名減）

２、事業実績　　　　　　　　　           　  （前年度比）

　　契約金額　　　 ３０２,６０７,４３３円（１０１.３％）

　　・公　　共　　 １０８,６０２,０８０円（１０２.１％）

　　・民間事業所　 １０５,３５１,４５９円（１００.５％）

　　・一般家庭　　   ６１,８４８,５４７円（１０１.１％）

　　・派　　遣　　　 ２６,８０５,３４７円（１０１.６％）

　　就業延日人員　　　　　  ５１,４３７人（　９７.６％）

　　就 業 率　　　　　　 　　　８８．８％（１０４.９％）

地区別会員数並びに契約金額実績

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

理事長　 有賀　 奬

挙
げ
た
就
業
年
齢
の
引
上
げ
や
退
職
者
の
再

雇
用
が
進
み
、
高
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正

で
中
小
企
業
に
お
い
て
も
70
歳
ま
で
の
雇
用

の
努
力
義
務
が
生
ず
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
一
方
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
60
歳
代
の
会
員
確
保
が
に
わ
か
に
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
の
基
本
目
標

で
あ
る
会
員
拡
大
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
構
造
的
な
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
健
康
で
働
く

意
欲
を
持
っ
た
高
齢
者
が
誰
で
も
参
加
で
き

る
組
織
で
あ
り
、
豊
か
な
経
験
と
能
力
を
活

か
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
、
会
員
が
働
く

喜
び
と
生
き
が
い
を
感
じ
て
暮
ら
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
や
病
気
な
ど

に
よ
る
会
員
の
退
会
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後

と
も
よ
り
一
層
の
新
入
会
員
の
増
加
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
会
員
の

皆
様
の
働
く
場
の
確
保
の
た
め
、
地
域
の
皆

様
か
ら
信
頼
さ
れ
業
務
を
積
み
重
ね
る
と
と

も
に
、
新
規
事
業
の
開
拓
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
し
ま
す
。
会
員
が

時
間
と
心
に
余
裕
を
持
ち
、
交
通
事
故
や
就

業
中
の
事
故
防
止
に
向
け
た
啓
発
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念

申
し
上
げ
、
皆
様
へ
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　
理
事
長
と
し
て
二
期
目
を
迎
え
る
事
と
な

り
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
し
ま

し
て
引
き
続
き
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
が
長
引
く

な
か
、
中
東
で
は
ア
メ
リ
カ
と
イ
ラ
ン
、
さ

ら
に
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
中
東
諸
国
を
巻
き
込

む
武
力
紛
争
が
拡
大
す
る
な
ど
、
世
界
情
勢

は
混
と
ん
と
し
た
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
世
界
の
動
向
を
受
け
、
我
が
国

で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
様
々
な
原
材
料
価
格
の

高
騰
が
物
価
を
押
し
上
げ
る
要
因
の
一
つ
と

な
り
、
経
済
は
一
部
で
持
ち
直
す
動
き
が
見

ら
れ
る
も
の
の
日
々
の
生
活
の
先
行
き
は
不

透
明
感
が
拭
え
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
急
速
な
少
子
化
と
高
齢
化
の
進

行
に
よ
り
、
日
本
の
人
口
は
そ
の
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
労
働
力
不
足
に
対
応
す
る
た
め
官
民
を

倉科
副理事長

滝澤理事宮﨑理事北澤理事帯刀理事

中島理事髙橋理事瀧澤理事中嶋監事市川監事

飯沢理事中山理事
有賀昇
理事

宮本理事

太田理事
降旗

専務理事
有賀奨
理事長
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新
役
員
紹
介

理 

事 

長
　
有
賀
　
　
奬
　
｟
大
町
｠
再

副
理
事
長
　
倉
科
　
栄
司
　
｟
池
田
｠
再

専
務
理
事  

降
旗
　
孝
浩
　
｟
大
町
｠
新

理
　  

事
　
滝
澤
　
光
雄
　
｟
大
町
｠
再

　 

〃
　
　 

宮
﨑
　
榮
介
　
｟
大
町
｠
再

　 

〃
　
　 

北
澤
　
　
要
　
｟
大
町
｠
再

　 

〃
　
　 

帯
刀
　
幸
子
　
｟
大
町
｠
再

　 

〃
　
　 

飯
沢
　
　
要
　
｟
大
町
｠
新

　 

〃
　
　 

中
山
　
　
博
　
｟
池
田
｠
新

　 

〃
　
　 

有
賀
　
　
昇
　
｟
松
川
｠
新

　 

〃
　   

宮
本
　
勝
彦
　
｟
松
川
｠
再

　 

〃
　
　 

中
島
　
進
策
　
｟
白
馬
｠
再

　 

〃
　
　 

髙
橋
　
正
宏
　
｟
小
谷
｠
再

　 

〃
　
　 

太
田
　
浩
司
　
｟
大
町
｠
再

　 

〃
　
　 

瀧
澤
　
祐
子
　
｟
池
田
｠
新

監
　
　
事
　
中
嶋
　
一
光
　
｟
池
田
｠
再

　 

〃
　
　 

市
川
　
　
進
｟
松
本
信
金
｠

新

専
務
理
事
　
　
北
沢
　
一
人
　｟
大
町
｠

理
　  

事
　
　
北
澤
　
德
重
　｟
大
町
｠

　 

〃
　 

　  

片
瀬
　
章
寛
　｟
池
田
｠

　 

〃
　
　
　 

土
屋
　
典
久
　｟
松
川
｠

　 

〃
　 

　  

宮
本
　
瑞
枝
　｟
池
田
｠

監
　
　
事
　
　
矢
口
　
良
知
　｟
大
町
｠

退
任
役
員
紹
介

役  

員  

表  

彰

　
表
彰
規
定
に
よ
り
、
２
期
以
上
に
わ
た
り

セ
ン
タ
ー
の
役
員
と
し
て
事
業
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
、
そ
の
職
を
退
任
さ
れ
た
方
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

　
表
彰
式
に
は
前
理
事
、
前
監
事
の
４
名
が

出
席
さ
れ
、
有
賀
理
事
長
か
ら
感
謝
状
と
記

念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
北
沢
　
一
人
　
様

　
　
　
　
　
専
務
理
事
　
３
期
６
年

　
土
屋
　
典
久
　
様

　
　
　
　
　
　
理  

事
　
３
期
６
年

　
片
瀬
　
章
寛
　
様

　
　
　
　
　
　
理  

事
　
２
期
４
年

　
矢
口
　
良
知
　
様

　
　
　
　
　
　
監  

事
　
２
期
４
年

 令和 8 年 3 月末

令
和
７
年
度
　

事
業
報
告

令
和
７
年
度
　

事
業
報
告

令
和
８
年
度

　
事

業

計

画

　
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
続
く
中
、
社

会
経
済
の
活
力
を
維
持
す
る
う
え
で
高
齢

者
の
就
労
が
重
要
な
課
題
と
さ
れ
、
働
く

意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
環
境

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
の
高
齢
化
の
一
方
で
高
齢
者
人
口

は
減
少
し
て
お
り
、
企
業
の
70
歳
ま
で
の

就
業
確
保
措
置
努
力
義
務
化
の
進
行
に
よ

り
会
員
の
確
保
が
さ
ら
に
難
し
く
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。

　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
の
施
行
に
伴
い
厚
労

省
が
示
す
契
約
方
法
の
見
直
し
に
お
い

て
、
セ
ン
タ
ー
と
会
員
間
に
新
た
な
事
務

手
続
き
が
生
ず
る
。
事
務
の
効
率
化
が
求

め
ら
れ
る
た
め
、
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
。

 

実

施

計

画

①
安
全
就
業
・
適
正
就
業
の
推
進

「
自
分
の
安
全
は
自
分
で
守
る
」

「
事
故
ゼ
ロ
」

②
就
業
機
会
の
拡
大

③
会
員
拡
大
と
普
及
啓
発
事
業
の
推
進

④
組
織
体
制
の
充
実
強
化

会
員
の
自
主
的
・
主
体
的
な
運
営
に
向

け
、
会
員
に
よ
る
入
会
促
進
、
就
業
開

拓
等
へ
の
運
営
参
画
の
積
極
的
な
推
進

　
事
業
実
績
は
、
契
約
金
額
３
億
２
６
０
万

円
余
、
前
年
度
比
３
９
７
万
３
千
円
余
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
会
員
数
は
、
前
年
よ
り
23
名
減
少
し

４
９
９
名
と
な
り
ま
し
た
。

令和７年度事業実績

１、 会員登録数　　 ４９９名　　前年度比９５.６％（２３名減）

２、事業実績　　　　　　　　　           　  （前年度比）

　　契約金額　　　 ３０２,６０７,４３３円（１０１.３％）

　　・公　　共　　 １０８,６０２,０８０円（１０２.１％）

　　・民間事業所　 １０５,３５１,４５９円（１００.５％）

　　・一般家庭　　   ６１,８４８,５４７円（１０１.１％）

　　・派　　遣　　　 ２６,８０５,３４７円（１０１.６％）

　　就業延日人員　　　　　  ５１,４３７人（　９７.６％）

　　就 業 率　　　　　　 　　　８８．８％（１０４.９％）

地区別会員数並びに契約金額実績

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

理事長　 有賀　 奬

挙
げ
た
就
業
年
齢
の
引
上
げ
や
退
職
者
の
再

雇
用
が
進
み
、
高
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正

で
中
小
企
業
に
お
い
て
も
70
歳
ま
で
の
雇
用

の
努
力
義
務
が
生
ず
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
一
方
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
60
歳
代
の
会
員
確
保
が
に
わ
か
に
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
の
基
本
目
標

で
あ
る
会
員
拡
大
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
構
造
的
な
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
健
康
で
働
く

意
欲
を
持
っ
た
高
齢
者
が
誰
で
も
参
加
で
き

る
組
織
で
あ
り
、
豊
か
な
経
験
と
能
力
を
活

か
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
、
会
員
が
働
く

喜
び
と
生
き
が
い
を
感
じ
て
暮
ら
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
や
病
気
な
ど

に
よ
る
会
員
の
退
会
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後

と
も
よ
り
一
層
の
新
入
会
員
の
増
加
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
会
員
の

皆
様
の
働
く
場
の
確
保
の
た
め
、
地
域
の
皆

様
か
ら
信
頼
さ
れ
業
務
を
積
み
重
ね
る
と
と

も
に
、
新
規
事
業
の
開
拓
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
し
ま
す
。
会
員
が

時
間
と
心
に
余
裕
を
持
ち
、
交
通
事
故
や
就

業
中
の
事
故
防
止
に
向
け
た
啓
発
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念

申
し
上
げ
、
皆
様
へ
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　
理
事
長
と
し
て
二
期
目
を
迎
え
る
事
と
な

り
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
し
ま

し
て
引
き
続
き
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
が
長
引
く

な
か
、
中
東
で
は
ア
メ
リ
カ
と
イ
ラ
ン
、
さ

ら
に
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
中
東
諸
国
を
巻
き
込

む
武
力
紛
争
が
拡
大
す
る
な
ど
、
世
界
情
勢

は
混
と
ん
と
し
た
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
世
界
の
動
向
を
受
け
、
我
が
国

で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
様
々
な
原
材
料
価
格
の

高
騰
が
物
価
を
押
し
上
げ
る
要
因
の
一
つ
と

な
り
、
経
済
は
一
部
で
持
ち
直
す
動
き
が
見

ら
れ
る
も
の
の
日
々
の
生
活
の
先
行
き
は
不

透
明
感
が
拭
え
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
急
速
な
少
子
化
と
高
齢
化
の
進

行
に
よ
り
、
日
本
の
人
口
は
そ
の
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
労
働
力
不
足
に
対
応
す
る
た
め
官
民
を

倉科
副理事長

滝澤理事宮﨑理事北澤理事帯刀理事

中島理事髙橋理事瀧澤理事中嶋監事市川監事

飯沢理事中山理事
有賀昇
理事

宮本理事

太田理事
降旗

専務理事
有賀奨
理事長
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専
門
委
員
会
委
員
紹
介

● 

総
務
委
員
会

　
委
員
長
　
　
滝
澤
　
光
雄
　｟
大
町
｠

　
副
委
員
長
　
宮
本
　
勝
彦
　｟
松
川
｠

　
委
　
員
　
　
帯
刀
　
幸
子
　｟
大
町
｠

　
　
〃
　
　
　
髙
橋
　
正
宏
　｟
小
谷
｠

　
　
〃
　
　
　
北
澤
　
　
要
　｟
大
町
｠

　
　
〃
　
　
　
宮
﨑
　
榮
介
　｟
大
町
｠

● 

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

委
員
長
　
　
髙
橋
　
正
宏
　｟
小
谷
｠

副
委
員
長
　
飯
沢
　
　
要
　｟
大
町
｠

委
　
員
　
　
中
山
　
　
博
　｟
池
田
｠

　
〃
　
　
　
山
田
　
繁
男
　｟
大
町
｠

　
〃
　
　
　
降
籏
今
朝
登
　｟
池
田
｠

　
〃
　
　
　
佐
々
木
利
夫
　｟
松
川
｠

　
〃
　
　
　
松
澤
　
孔
久
　｟
白
馬
｠

● 

就
業
開
拓
委
員
会

委
員
長
　
　
北
澤
　
　
要
　｟
大
町
｠

副
委
員
長
　
中
島
　
進
策
　｟
白
馬
｠

委
　
員
　
　
降
籏
　
興
平
　｟
大
町
｠

　
〃
　
　
　
小
田
切
　
隆
　｟
池
田
｠

　
〃
　
　
　
荒
井
　
道
雄
　｟
松
川
｠

　
〃
　
　
　
荻
澤
津
代
志
　｟
小
谷
｠

● 

広
報
委
員
会

委
員
長
　
　
宮
﨑
　
榮
介
　｟
大
町
｠

副
委
員
長
　
有
賀
　
　
昇
　｟
松
川
｠

委
　
員
　
　
清
水
　
　
章
　｟
大
町
｠

　
〃
　
　
　
榛
葉
　
　
功
　｟
池
田
｠

い
つ
ま
で
も

　働
く
喜
び

　無
事
故
か
ら

全
国
統
一
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン

①
日
頃
か
ら
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、
体
調

に
気
を
配
る
。
朝
食
抜
き
は
禁
物

②
作
業
前
・
作
業
中
・
休
憩
時
に
水
分
を

こ
ま
め
に
と
る
。
大
量
に
汗
を
か
い
た

と
き
は
塩
分
も
と
る
。

③
就
業
場
所
の
風
通
し
に
配
慮
す
る
。

④
服
装
は
、
通
気
性
の
良
い
も
の
を
身
に

つ
け
、
高
温
下
で
は
頭
部
や
首
筋
に
冷

や
し
た
タ
オ
ル
を
巻
い
た
り
、
屋
外
で

は
帽
子
を
か
ぶ
る
。

⑤
冷
房
の
あ
る
施
設
や
日
陰
な
ど
の
涼
し

い
場
所
で
休
憩
を
十
分
に
と
る
。

⑥
屋
外
で
の
単
独
作
業
の
場
合
は
、
定
期

的
に
連
絡
を
取
る
。

熱
中
症
を
予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト

涼しい場所に移動し、衣類を緩め、安静に寝

かせる。

冷たい風をあて体を冷やす。（脇の下、鼠径部）

水分を少しずつ頻回にとらせる。

熱中症の応急手当

事
務
局
職
員
紹
介

事

務

局

長
　 

降
　
旗
　
孝
　
浩

庶

務

担

当
　 

鈴
　
木
　
舞
　
子

総

務

担

当
　 

橋
　
井
　
雅
　
江

安
全
推
進
員
　 

川
　
上
　
　
　
穣

大
町
事
務
所
長
　 

山
　
岸
　
賢
　
司

大
町
業
務
担
当
　 

北
　
澤
　
　
　
要

池
田
事
務
所
長
　 

小
田
切
　
　
　
隆

池
田
業
務
担
当
　 

池
　
本
　
里
　
子

松
川
事
務
所
長
　 

白
　
澤
　
俊
　
之

松
川
業
務
担
当
　 

立
　
花
　
も
と
子

白
馬
事
務
所
長
　 

武
　
田
　
　
　
茂

小
谷
事
務
所
長
　 

吉
　
田
　
公
　
美

小
谷
業
務
担
当
　 

荻
　
澤
　
岳
　
彦

美
麻
連
絡
員
　 

清
　
水
　
一
　
弘

八
坂
連
絡
員
　 

北
　
澤
　
德
　
重

  

新 

任 

職 

員

令
和
８
年
３
月
31
日
付
　

事

務

局

長
　
北 

沢
　
一 

人

小
谷
事
務
所
長
　
矢 

口
　
浩 

幸  

八

坂

連

絡

員
　
降 

籏
　
興 

平 

 

　    

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

  

退 

職 

職 

員

　
10
月
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及

啓
発
促
進
月
間
に
合
わ
せ
、
地
域
社
会
へ
の
日

頃
の
感
謝
の
念
を
こ
め
て
、
各
地
区
に
お
い
て

公
共
施
設
等
で
の
社
会
奉
仕
活
動
と
懇
談
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
仲
間
と
の
交
流
の
機
会
と
も
な
り
ま

す
の
で
、
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

奉
仕
活
動
へ
の
参
加
を
！

令
和
８
年
４
月
１
日
付

事

務

局

長
　
降 

旗
　
孝 

浩

小
谷
事
務
所
長
　
吉 

田
　
公 

美

小
谷
業
務
担
当
　
荻 

澤
　
岳 

彦

八

坂

連

絡

員
　
北 

澤
　
德 

重

 

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
令
和
８
年
度
会
員
互
助
会
総
会

は
、
５
月
22
日
の
本
会
定
時
総
会

に
引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
中
山
登
志
男
｟
池
田
｠
副
会
長

の
あ
い
さ
つ
で
総
会
が
始
ま
り
、

議
長
に
大
町
地
区
の
北
沢
一
人
氏

互助会だより

　
令
和
８
年
度
の
旅
行
は
10
月
27
日
｟
火
｠

に
日
帰
り
の
日
程
で
計
画
し
ま
し
た
。

　
旅
行
先
は
上
越
方
面
で
す
。
個
人
負
担

額
は
約
１
３
０
０
０
円
と
な
る
見
込
み
で

す
。

　
詳
細
な
行
程
は
８
月
中
旬
の
参
加
者
募

集
に
合
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

互
助
会
総
会

を
選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
議
案
と
し
て
令
和
７
年
度
事
業

報
告
並
び
に
決
算
報
告
が
、
報
告

と
し
て
令
和
８
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
が
上
程
さ
れ
、
す

べ
て
の
議
案
、
報
告
が
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

お
誘
い
合
わ
せ
て
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

会
員
親
睦
旅
行

新
潟
県
上
越
へ
の
旅

地域班の役割と活動
　会員は地域班に所属し、会員又は役員として積極的に活動に参加、

シルバー人材センター及び互助会の運営を担うことが基本です。

　地域の会員同士が助け合う、共働・共助が不可欠です。

　地域班の活動への参加とご協力をお願いいたします。

地域班編成と班長名簿
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専
門
委
員
会
委
員
紹
介

● 

総
務
委
員
会

　
委
員
長
　
　
滝
澤
　
光
雄
　｟
大
町
｠

　
副
委
員
長
　
宮
本
　
勝
彦
　｟
松
川
｠

　
委
　
員
　
　
帯
刀
　
幸
子
　｟
大
町
｠

　
　
〃
　
　
　
髙
橋
　
正
宏
　｟
小
谷
｠

　
　
〃
　
　
　
北
澤
　
　
要
　｟
大
町
｠

　
　
〃
　
　
　
宮
﨑
　
榮
介
　｟
大
町
｠

● 

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

委
員
長
　
　
髙
橋
　
正
宏
　｟
小
谷
｠

副
委
員
長
　
飯
沢
　
　
要
　｟
大
町
｠

委
　
員
　
　
中
山
　
　
博
　｟
池
田
｠

　
〃
　
　
　
山
田
　
繁
男
　｟
大
町
｠

　
〃
　
　
　
降
籏
今
朝
登
　｟
池
田
｠

　
〃
　
　
　
佐
々
木
利
夫
　｟
松
川
｠

　
〃
　
　
　
松
澤
　
孔
久
　｟
白
馬
｠

● 

就
業
開
拓
委
員
会

委
員
長
　
　
北
澤
　
　
要
　｟
大
町
｠

副
委
員
長
　
中
島
　
進
策
　｟
白
馬
｠

委
　
員
　
　
降
籏
　
興
平
　｟
大
町
｠

　
〃
　
　
　
小
田
切
　
隆
　｟
池
田
｠

　
〃
　
　
　
荒
井
　
道
雄
　｟
松
川
｠

　
〃
　
　
　
荻
澤
津
代
志
　｟
小
谷
｠

● 

広
報
委
員
会

委
員
長
　
　
宮
﨑
　
榮
介
　｟
大
町
｠

副
委
員
長
　
有
賀
　
　
昇
　｟
松
川
｠

委
　
員
　
　
清
水
　
　
章
　｟
大
町
｠

　
〃
　
　
　
榛
葉
　
　
功
　｟
池
田
｠

い
つ
ま
で
も

　働
く
喜
び

　無
事
故
か
ら

全
国
統
一
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン

①
日
頃
か
ら
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、
体
調

に
気
を
配
る
。
朝
食
抜
き
は
禁
物

②
作
業
前
・
作
業
中
・
休
憩
時
に
水
分
を

こ
ま
め
に
と
る
。
大
量
に
汗
を
か
い
た

と
き
は
塩
分
も
と
る
。

③
就
業
場
所
の
風
通
し
に
配
慮
す
る
。

④
服
装
は
、
通
気
性
の
良
い
も
の
を
身
に

つ
け
、
高
温
下
で
は
頭
部
や
首
筋
に
冷

や
し
た
タ
オ
ル
を
巻
い
た
り
、
屋
外
で

は
帽
子
を
か
ぶ
る
。

⑤
冷
房
の
あ
る
施
設
や
日
陰
な
ど
の
涼
し

い
場
所
で
休
憩
を
十
分
に
と
る
。

⑥
屋
外
で
の
単
独
作
業
の
場
合
は
、
定
期

的
に
連
絡
を
取
る
。

熱
中
症
を
予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト

涼しい場所に移動し、衣類を緩め、安静に寝

かせる。

冷たい風をあて体を冷やす。（脇の下、鼠径部）

水分を少しずつ頻回にとらせる。

熱中症の応急手当

事
務
局
職
員
紹
介

事

務

局

長
　 

降
　
旗
　
孝
　
浩

庶

務

担

当
　 

鈴
　
木
　
舞
　
子

総

務

担

当
　 

橋
　
井
　
雅
　
江

安
全
推
進
員
　 

川
　
上
　
　
　
穣

大
町
事
務
所
長
　 

山
　
岸
　
賢
　
司

大
町
業
務
担
当
　 

北
　
澤
　
　
　
要

池
田
事
務
所
長
　 

小
田
切
　
　
　
隆

池
田
業
務
担
当
　 

池
　
本
　
里
　
子

松
川
事
務
所
長
　 

白
　
澤
　
俊
　
之

松
川
業
務
担
当
　 

立
　
花
　
も
と
子

白
馬
事
務
所
長
　 

武
　
田
　
　
　
茂

小
谷
事
務
所
長
　 

吉
　
田
　
公
　
美

小
谷
業
務
担
当
　 

荻
　
澤
　
岳
　
彦

美
麻
連
絡
員
　 

清
　
水
　
一
　
弘

八
坂
連
絡
員
　 

北
　
澤
　
德
　
重

  

新 

任 

職 

員

令
和
８
年
３
月
31
日
付
　

事

務

局

長
　
北 

沢
　
一 

人

小
谷
事
務
所
長
　
矢 

口
　
浩 

幸  

八

坂

連

絡

員
　
降 

籏
　
興 

平 

 

　    

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

  

退 

職 

職 

員

　
10
月
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及

啓
発
促
進
月
間
に
合
わ
せ
、
地
域
社
会
へ
の
日

頃
の
感
謝
の
念
を
こ
め
て
、
各
地
区
に
お
い
て

公
共
施
設
等
で
の
社
会
奉
仕
活
動
と
懇
談
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
仲
間
と
の
交
流
の
機
会
と
も
な
り
ま

す
の
で
、
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

奉
仕
活
動
へ
の
参
加
を
！

令
和
８
年
４
月
１
日
付

事

務

局

長
　
降 

旗
　
孝 

浩

小
谷
事
務
所
長
　
吉 

田
　
公 

美

小
谷
業
務
担
当
　
荻 

澤
　
岳 

彦

八

坂

連

絡

員
　
北 

澤
　
德 

重

 

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
令
和
８
年
度
会
員
互
助
会
総
会

は
、
５
月
22
日
の
本
会
定
時
総
会

に
引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
中
山
登
志
男
｟
池
田
｠
副
会
長

の
あ
い
さ
つ
で
総
会
が
始
ま
り
、

議
長
に
大
町
地
区
の
北
沢
一
人
氏

互助会だより

　
令
和
８
年
度
の
旅
行
は
10
月
27
日
｟
火
｠

に
日
帰
り
の
日
程
で
計
画
し
ま
し
た
。

　
旅
行
先
は
上
越
方
面
で
す
。
個
人
負
担

額
は
約
１
３
０
０
０
円
と
な
る
見
込
み
で

す
。

　
詳
細
な
行
程
は
８
月
中
旬
の
参
加
者
募

集
に
合
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

互
助
会
総
会

を
選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
議
案
と
し
て
令
和
７
年
度
事
業

報
告
並
び
に
決
算
報
告
が
、
報
告

と
し
て
令
和
８
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
が
上
程
さ
れ
、
す

べ
て
の
議
案
、
報
告
が
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

お
誘
い
合
わ
せ
て
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

会
員
親
睦
旅
行

新
潟
県
上
越
へ
の
旅

地域班の役割と活動
　会員は地域班に所属し、会員又は役員として積極的に活動に参加、

シルバー人材センター及び互助会の運営を担うことが基本です。

　地域の会員同士が助け合う、共働・共助が不可欠です。

　地域班の活動への参加とご協力をお願いいたします。

地域班編成と班長名簿
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定
時
総
会
は
５
月
22
日
｟
金
｠
に
サ
ン
・

ア
ル
プ
ス
大
町
に
お
い
て
、会
員
64
名
｟
委

任
状
出
席
３
０
９
名
｠
の
出
席
に
よ
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
有
賀
理
事
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、「
セ

ン
タ
ー
で
は
退
会
者
数
が
新
規
入
会
者
を

上
回
る
状
況
が
続
き
会
員
の
高
齢
化
も
進

ん
で
い
る
が
、
シ
ル
バ
ー
事
業
で
最
も
重

要
な
こ
と
は
、
安
全
な
環
境
の
下
で
会
員

が
楽
し
く
安
心
し
て
就
業
で
き
る
こ
と
。

慣
れ
た
仕
事
で
も
事
故
に
つ
な
が
る
危
険

は
な
い
か
を
確
認
し
、
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
仕
事
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
議
長
に
大
町
地
区
の
川
本

嘉
瑞
義
氏
が
選
出
さ
れ
、
令
和
７
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
、
理
事
及

び
監
事
の
選
任
が
議
案
と
し
て
上
程
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
、
臨
時
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
令

和
８
年
度
か
ら
の
新
理
事
長
に
有
賀
奬

氏
、
新
副
理
事
長
に
倉
科
栄
司
氏
、
新
専

務
理
事
に
降
旗
孝
浩
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
役
員
の
任
期
は
２
年
で
す
。

　
高
齢
者
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
、

知
識
、
技
能
を
活
か
し
、「
自
主･

自
立･

共
働
・

共
助
」
の
理
念
の
も
と
、
働
く
こ
と
を
通
じ

て
地
域
社
会
に
役
立
つ
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
会
員
に
な
る
に
は
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
で
、
入
会
説

明
会
に
出
席
い
た
だ
き
シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣

旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
入
会
さ
れ
る
か
ど
う

か
ご
判
断
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
入
会
説
明
会
は
毎
月
第
３
木
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
本
所
｟
大
町
事
務
所
｠
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

各
事
務
所
の
連
絡
先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
＊
大
町
事
務
所
　
２
２‐

２
４
４
５

　
＊
池
田
事
務
所
　
６
２‐

８
０
４
５

　
＊
松
川
事
務
所
　
６
１‐

１
４
０
１

　
＊
白
馬
事
務
所
　
７
２‐

８
２
２
０

　
＊
小
谷
事
務
所
　
８
２‐

２
４
３
０
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会
員
募
集
中

　
関
東
甲
信
は
昨
年
よ
り
16
日
遅
い
梅
雨
入

り
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
夏
も
猛
暑
と
の
予

報
が
出
て
お
り
、
作
業
を
行
う
際
は
適
度
の

休
息
を
取
る
と
と
も
に
、
水
分
補
給
を
欠
か

さ
ず
に
夏
に
打
ち
勝
ち
た
い
も
の
で
す
。

　
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
５
月
の

総
会
の
役
員
改
選
に
よ
り
新
し
い
理
事
・
監

事
を
迎
え
、
委
員
会
構
成
も
変
わ
り
ま
し
た
。

広
報
委
員
会
は
４
名
の
う
ち
３
名
が
交
代
し

ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
今
後
二
年

間
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
広
報
紙
へ
の
ご
要
望
、
ご
意
見
を
ぜ
ひ
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。｟
広
報
委
員
長
　
宮
﨑
　
記
｠

編 

集 

後 

記

議長  川本 嘉瑞義 氏
 （大町）

こんな仕事をお引受けします
きっとお役に立ちます元気な高齢者

技能分野 事務分野 集配・管理
樹木消毒、樹木剪定
冬囲い、取りはずし
ふすま、障子張替え
大工仕事、ペンキ塗り
車の運転　など

一般、経理、受付事務
毛筆筆耕、賞状書き
宛名書き　など

　　施設管理
　　駐車場管理
　　宿・日直、集配
水道の検針
送迎車両の運転　など

田畑の草刈　畑耕耘
草取り　作業の補助
葉摘み　収穫　など

除草　清掃
不用品の片付け
雪片付け　など

農作業 屋内・屋外作業 福祉・家事援助
サービス

掃除　洗濯
　留守番　など

シルバー人材センターにご相談ください

配分金の支払日

８
月
分
　
９
月
15
日
｟
火
｠

９
月
分  

10
月
15
日
｟
木
｠

10
月
分
　
11
月
13
日
｟
金
｠

11
月
分
　
12
月
15
日
｟
火
｠

12
月
分
　
１
月
15
日
｟
金
｠

１
月
分
　
２
月
15
日
｟
月
｠

２
月
分
　
３
月
15
日
｟
月
｠

８
月
分
　
９
月
30
日
｟
水
｠

９
月
分  

10
月
30
日
｟
金
｠

10
月
分
　
11
月
30
日
｟
月
｠

11
月
分
　
12
月
28
日
｟
月
｠

12
月
分
　
１
月
29
日
｟
金
｠

１
月
分
　
２
月
26
日
｟
金
｠

２
月
分
　
３
月
31
日
｟
水
｠

派遣給与の支払日

令和８年度
定時総会が開催されました


